
初めての方へ篇

JICA海外協力隊 WEB説明会



チャット・チャンス

JICAボランティアに
どんなイメージがありますか？

※ 楽しそう、大変そう、語学力が必要そう・・・などなど、
なんでも書き込んでみてください！



アジェンダ

1. JICAボランティアが目指すもの
2. JICAボランティアというキャリア・パス
3. ボランティア経験者の事例紹介
4. 質疑応答
5. さいごに
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1.
JICAボランティアが
目指すもの
 JICAボランティアとは



JICAボランティアは、

あくまで主体は、みなさんの“想い”です。

私たちはその想いを生活面、スキル面、金銭面から最大限支えます。

「世界を変えたい」という一人一人の想いをサポートする事業。



行けば何かが自動的に得られるわけではない、
何かを得ようと努力したからこそ得られる２年間。

環境は与えられるけど結局は自分次第。すべて本人次第。
やってもやらなくても、怒る人はいない。
人生最大の“自由”という責任の中で、あなたの“意志”が試される現場です。



JICAボランティアという“チーム”の仲間入り。
現地でも、そして帰国後も協力しあえる仲間。

同じ「世界をよくしたい」と思う仲間がいます。現地に、そして世界中に。
志が同じだからこそ、苦労も喜びもともにできる。
生まれも年代も職歴も違えど、人生において成し遂げたいことで繋がる仲間です。



行って終わりではない。
帰ってきてからが、JICAボランティアの本番です。

凝り固まった働き方ではなく、
個人の“働く”の意志が新たなビジネスを作っていける時代。
帰国後、得られたスキル、仲間とともに
あなたの意志を実現していくことまでがJICAボランティアの活動です。



開発途上国の国づくりに貢献できる人材を現地へ派遣、
帰国後もグローバル人材として活躍が期待されています。

JICAボランティアは、
開発途上国で現地の人々と共に生活し、
同じ目線で途上国の課題解決に貢献する活動を行っています。
帰国後は、その経験を日本の地域や世界の発展に
役立てることが期待されています。



開発途上国の国づくりへ貢献するという決意

JICAボランティアは、持てる知識や経験を活かし、
途上国の課題解決に貢献しなければなりません。
そこには強い意志、決意が必要です。貢献に大小、優劣はありません。
強い意志を持ち取り組む姿勢を、私たちは大切にしています。



応募から派遣、そして帰国後のキャリアまで

2.
JICAボランティアという
キャリア・パス



世界各国の課題に挑戦する、
唯一無二の「キャリア」。

JICAボランティアとは

JICAボランティアの仕事は、開発途上国からの要請によって、
職種も活動内容も様々なものがあります。
共通するのは、自ら課題を発見し、現地の人々を巻き込み、解決していく、
ということ。決して簡単ではないけれど、
そこにはきっと、あなたしか出せない答えがあるはずです。



JICAボランティアの派遣先

アジア、アフリカ、中南米、
大洋州、中東、欧州

派遣先国は、96ヵ国

（2018年1月31日時点での延べ実績）



JICAボランティアの職種は120以上
JICAボランティアはご自分の持っている技術・経験を活かし、開発途上国
の人々のために活動をします。
JICAボランティアには120以上の職種があり、以下の9つの分野に分けられ
ています。

計画行政
コミュニティ開発、行政サービ
ス、防災・災害対策 など

農林水産
野菜栽培、食用作物・稲作栽培
など

鉱工業
電気・電子機器・自動車整備
など

人的資源
青少年活動、小学校教育、幼児教育、
日本語教育、PCインストラクター、
理科教育、数学教育、環境教育、野
球等各種スポーツ など

保健・医療
看護師、栄養士、公衆衛生、
理学療法士 など

社会福祉
障害児・者支援、ソーシャル
ワーカー、高齢者介護 など

商業・観光
マーケティング、観光、

経営管理 など

公共・公益事業
廃棄物処理、土木、水質検査、
建築、映像 など

エネルギー
再生可能・省エネルギーなど



JICAボランティから広がるキャリア
山崎製パン㈱▶青年海外協力隊▶茅ヶ崎市役所

民間企業で順調にキャリアアップ。
海外で活躍する自分に大きな期待
と自信を持って協力隊に応募。

協力隊で味わった挫折は、
次のキャリアに繋がる貴重な経験
になった。

水産食品製造会社▶青年海外協力隊▶日東電工㈱

「海外への憧れ」が捨てきれず、
「海外を舞台に活躍できるビジネ
スパーソンになりたい」という思
いから、青年海外協力隊への参加
を決意。

青年海外協力隊で身についた突破力
があったからこそ、新卒時には考え
られなかった大手企業に入社できた。

西村隆仁さん 冨田貴子さん

帰国後の就職率：82.4%
（2015年度帰国隊員。現職参加復職含む）

各種特別措置制度採用自治体数
（JICAボランティア経験を評価し、採用時に配慮する制度）

•自治体職員：63自治体
•教員：37自治体

キャリア・チェンジの例
 手工芸品メーカー▶キルギス／手工芸▶ (一社)日本防災プラットフォーム

 障がい者施設▶スーダン／理学療法士▶ NPOコミュニティライフ（障害児支援）

 自動車販売店(整備士) ▶エルサルバドル／自動車整備▶日本精機㈱ 営業職

 救急救命看護師 ▶ セネガル／看護師▶ ㈱スマイル・ライフを起業（訪問介護・看護）

 IT企業 ▶ ベリーズ／PCインストラクター ▶ ドイツの建設機器製造会社日本支社

 銀行 ▶ ラオス／理数科教師▶ 開発コンサルタント会社（教育分野）

 建築事務所 ▶ フィジー／都市計画▶ 国連ボランティアを経てユニセフ・キルギス代表



JICAボランティアというキャリア・パス

STEP 1 派遣前
第１歩を踏み出すための
トレーニングプログラム

青年海外協力隊(日系含む)：約70日
シニア海外ボランティア(日系含む)：約35日

応募

STEP 2    派遣中 STEP 3 帰国後
現地の人々と一緒に、
各国の課題解決に挑む仕事

帰 国 後 に 広 が る
キ ャ リ ア の 可 能 性

青年海外協力隊(日系含む)：原則2年間
シニア海外ボランティア(日系含む)：原則2年間
短期ボランティア：1ヶ月〜1年未満

ずっと役立つ経験とスキル



• 途上国での活動をサポートする充実した研修プログラム

現地での活動に向けた実践的なトレーニング。
語学をはじめ、スキルアップした状態で、
派遣国に臨むことができます。

STEP 01

第１歩を踏み出すための
トレーニングプログラム

STEP 1 派遣前

充実したトレーニングプログラム

＜派遣前訓練までに＞
•語学および講座事前学習
•技術補完研修 ※

＜派遣前訓練＞
•語学
•健康管理・安全管理
•生活班活動

•資格取得 ※
•自己学習 ※

※対象者のみ

•活動手法
•社会的多様性理解・活用力
•各種オリエンテーション



現地の人々と一緒に、
各国の課題解決に挑む仕事
この2年間は、世界を変えたいと思うあなたにとっての
ゴールではなくスタートです。

STEP 2    派遣中

充 実 の サ ポ ー ト 体 制
•現地語学訓練
•健康管理
 健康管理支援体制
 予防接種

•安全管理
 安全情報提供
 通信手段の確保

 緊急移送
 災害補償・救済制度

 住居防犯対策



帰国後に広がる
キャリアの可能性

• JICAボランティアの経験で身につくスキルとは
• JICAボランティアから広がるキャリア

いつか世界を変える力になる。
世代、文化、国を超えて課題解決に取り組んだ経験は、
ボーダーレスな時代に必要とされる能力に変わります。

STEP 3 帰国後

身 に つ く 力 、 多 様 な 進 路
•開発途上国の現地の人たちと生活をともにしながら
課題解決に挑む2年間で、キャリアアップに役立つ力、「交渉力」、「突破力」、「実現力」が身につく
•経験やスキルを活かした多様な進路

JICAの多様なキャリアサポート
•帰国後研修
•企業・自治体とのマッチング
•学費一部補助
•進路相談カウンセラー
•求人紹介
•ＰＡＲＴＮＥＲ
•自治体や教育委員会での採用優遇



あなたの新しい挑戦が、ここからはじまります。

応募から派遣まで

• 応募から派遣までの流れ
• 合格に向けたサポート体制

応募



応募から派遣までの流れ

応募 一次選考
（書類選考） 二次選考

事前学習 派遣前訓練 派遣

技術審査
健康審査（問診票）
語学力審査

応募登録
（ウェブ応募）

人物・技術面接＊
健康診査（健康診断書）
＊シニア海外ボランティア(日系含む)は一次選
考で技術審査を行います。

語学
活動手法
健康管理・安全管理
社会的多様性理解・活用力
生活班活動
各種オリエンテーション
(青年海外協力隊(日系含む)／約70日間)
(シニア海外ボランティア(日系含む) ／約35日間)

語学および講座事前学習
資格取得（対象者のみ）
技術補完研修（対象者のみ）
自己学習（対象者のみ）

派遣前訓練修了日
から約2週間後＊
に赴任

＊シニア海外ボラン
ティア(日系含む)は約1
か月半後に赴任します。



3. 
ボランティア経験者の
事例紹介



ジャマイカで
楽しい体育授業の技術移転に挑む

古川智一

#体育



㈱アスリード
指導員兼
トレーナー

小売サービス業
営業職



ジャマイカでの

体育授業の技術移転

要請内容



課題発見

観察とコミュニケーション

『子どもは動きたい』×『先生は休みたい』

のギャップ



現地の課題

生徒は動き、先生はあまり動かない

楽な体育の授業



先生にしんどくない時間を

エクササイズカードの作成

課題解決策



先生にとっては無理のない時間に、

子どもたちにとっては楽しい時間に

得られた結果



自分が学んだこと

その人、その集団のスイッチは

どこにあるのか？



今の自分のキャリア

㈱アスリード

児童発達支援/放課後等デイサービス

トレーナー兼指導員



ケニアの地方都市で
小規模ビジネスに挑む

山崎咲歩

#コミュニティ開発



まちづくり
コンサルタント

国際関係学科
大学生



ケニアの小規模ビジネスグループ

の支援

要請内容



課題発見

130のグループ訪問、全省へのヒアリング
県内にビジネス支援を行っている機関が

10以上点在していることを発見



現地の課題

より効率的な

各機関の長所を生かしたビジネス支援



ボランティアが

縦割り社会の橋渡しになる

課題解決策



省庁間連携によるプロジェクト

の立ち上げ

得られた結果



自分が学んだこと

信頼の鍵＝対話



まちづくりコンサルタント

ワークショップの運営や企画

今の自分のキャリア



4.
質疑応答



5.
さいごに



青年海外協力隊の活動は、十人十色。
応募前の状況も、十人十色です。
不安も悩みも、躊躇するポイントも。

WEB説明会の他、
 OB/OGのビデオ相談
 お気軽質問窓口

など様々なタイプの情報収集の機会を設けています。
詳しくはJICAボランティアウェブサイトをご覧ください。



本日はありがとうございました。



青年海外協力隊の詳しい情報は

JICAボランティア

2018年度春募集 応募期間

4月2日(月)～5月1日(火)


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	応募から派遣まで
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	ジャマイカで�楽しい体育授業の技術移転に挑む
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	課題発見
	現地の課題
	課題解決策
	得られた結果
	自分が学んだこと
	今の自分のキャリア
	ケニアの地方都市で�小規模ビジネスに挑む
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	課題発見
	現地の課題
	課題解決策
	得られた結果
	自分が学んだこと
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46

